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1. 「虹ケ丘がこんな街になったらいいな」をテーマとして地域の理想像を共有

3回の協議を経て理想像が見えてきました。

2. 1～3丁目それぞれの「地域資源・支え合いマップ」を作成し、ハード面での
資源や課題を共有

課題や資源を地図上に落とし込むことで、ハード面（物理面）での特性が見えました。

3. 「ちいきのちからシート」の実施と「地区カルテ」の活用

ソフト面での地域特性・地域課題の可視化と共有ができました。

前回までの復習
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平成30年度 「虹ケ丘がこんな街になったらいいな」（全3回）

第１回 第２回 第３回

目的 各町会・自治会の防犯・防災の取組みにつ
いて共有化

虹ONECLUB（地域見守り活
動）の取組み共有、前回圏
域会議から新たな取組み等
意見交換

地域住民が考える虹ケ丘地
区の理想像の共有化

日時 ６月２日（土） ９月２９日（土） ２月２日（土）

内容 １丁目は、被災時のSOSの黄色い旗、月１回
の防災部によるパトロールの実施、汚水止
めの検討。
２丁目は、隣戸壁破壊訓練をURと実施。制
服警官とのパトロールやゴミ置き場周辺の
照明設置等実施。
３丁目は、町内会で消火器を準備。公園の
掃除から定期的な顔合わせの機会づくりを
行っている。

虹ケ丘地区高齢化率と地域
資源の共有、虹ONECLUB
（地域見守り活動）の取組み
共有、意見交換等

『虹ケ丘地区がこんな街に
なったらいいな、嫌だな』を
テーマに意見交換を実施。
全地区で建設的な意見交換
をしていきたいことを共有し
た。
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ハード面での資源や課題を共有

令和元年度 「地域資源・支え合いマップ」づくり

「地域資源・支え合いマップ」を作成
ハード面での資源や課題を整理、共有。
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地域資源・支え合いマップから見えた地域特性

全域 虹ケ丘１丁目 虹ケ丘２丁目 虹ケ丘３丁目

強
み

地域資源
マップを作成
したことで生
活課題など
が見えるよう
になった

• 自治会館はないが、地域拠点
（虹ケ丘コミュニティルーム、ヴィ
ラージュ虹ケ丘地域交流スペー
ス）があり、サロンや運動教室等
を開催。６０～７０代の比較的若
い世代の参加者が多い。

• 虹ケ丘公園では桜祭りや公園
ウォーク等開催され、災害用応
急給水拠点や防災倉庫もある。
おやじの会の協力もあり防災に
強い。

• 花がきれいに咲いている庭のあ
る家が多い。

• 緑の占有率が高い。集会場の前の中
央公園では、地域活動やイベントも
多く、子どもたちもよく遊んでいる。

• 虹ケ丘コミュニティルームで、おやじ
の会やコロバネーゼ、フォーラム・ス
バルの会（老人会）、多世代交流「団
地カフェ・虹」等地域活動を活発に
実施している。

• 1丁目にある虹ケ丘公園の少年野球
場は緊急時にヘリポートになる。

• 坂に手すりを付けたところもある。

• 団地住民で構成し
ている「どっこいシ
ニア」で小学生の
登下校見守りを実
施している。

• 里山を守る会、早
野の竹で炭焼きを
行う小屋がある。

弱
み
（課
題
）

• 道路交通上の問題あり（信号、
街灯、マナー）。

• 自治会館がない。
• 防災訓練をしたことがない。

• 坂が多い。
• 団地エレベーターは特定の階のみ止
まるため、高齢者等の外出時負担と
なる。

• 団地にエレベー
ターがなく、高齢者
が多いため苦労し
ている。
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ちいきのちからシートから見えた地域特性

全域 虹ケ丘１丁目 虹ケ丘２丁目 虹ケ丘３丁目

強
み

「地域参加」「地域
愛着」「地域拠点」
が高い。

• 「地域参加」「地域拠点」
「地域愛着」が高い。

• 地域の困りごとの解決に
取り組むことができると
答えた人の割合高い。

• 防災訓練は現時点では
ないが、課題を認識して
おり動き出し始めている。

• 「地域参加」「地域
拠点」「地域愛着」
が高い。

• 防災に強いことも
あり、治安がいいと
答えた人の割合高
い。

• 「地域愛着」「地域
参加」「地域拠点」
「多様な繋がり」が
高い。

• 他地域と比較すると
「地域の団結力」も
高め。

弱
み
（課
題
）

・近所の人間関係
は良好で、地域に
対する関心や愛
着もあるが、「地域
の団結力」が低め。

• 個々の繋がり、地
域への関心や愛
着、自助力あるが、
地域の団結力が
低め。

• 高齢化率が高いせ
いか、「個の力」が
低め。
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平成30年度、令和元年度の取組によって「支え合いの地域づくりを
進めるために」、 1丁目から3丁目それぞれで取り組むべきテーマとめざし
たいゴールが見えてきました。

本日は、福田市長のお力も借りて、理想とするゴール到達に向けて

「何ができるのか」を具体化させることが目的となります。

さらに「虹ケ丘地区全体」で協力し合うことによって実現できることにつ
いても意見交換を行い、具体的な取組に繋げていきたいと思います。

本日の目的 「支え合いの地域づくりを進めるために」
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人や地域に関心を持ち、地域（お互い）を知る機会に積極的に参加し、

地域（お互い）について考えたり、話し合ったり、

地域（お互い）の強みを高め、一方で地域（お互い）の弱みを減らすために、

共通の課題や理念・目標を持ち、互いの個性や強みを活かしながら、

ともに行動、ともに経験し、ともに励まし合い、時には批判もし合い、

身近な地域（仲間）のサポートを行い、時には仲間に支えられ、

お互いに「ありがとう」と言い合える取り組みの中から、

自己実現やかけがえのない仲間（人）との出会いやつながりが生まれ、

やがて強いつながりや絆となり、みんなと出会えて良かった、

ここで暮らしてきて良かったと感じ、

これからもここで暮らしていきたいと強く願うようになるのだと思います。

ここに住んでいて良かった、これからも住み続けたい虹ケ丘に向けて
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